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ハード面からのＭａａＳ① ： バスタ新宿

○１９箇所に点在していた高速バス停を集約し、鉄道駅とも直結する総合交通ター

ミナルとなる「バスタ新宿」を整備（Ｈ２８．４オープン）
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国道15号・品川駅西口駅前広場
事業計画「中間とりまとめ」（概要）

（2018年9月14日発表）
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○リニア、鉄道、バス、タクシー、次世代モビリティー等の多様なモビリティを接続す

る未来型の駅前広場を道路上空に整備

＜広域的な交通ネットワーク＞

＜周辺とのネットワーク＞

＜国道１５号・品川駅西口駅前広場の将来の姿＞

●最先端のモビリティ（自動運転等）の乗降場
を集約した次世代モビリティターミナルを配置

●利用者動線の交差部には連携の拠点となる
センターコアを配置

●交通結節の各空間を結ぶシンボリックな空間
を
形成

●民間の開発計画と連携し、交通と防災を融
合
させた複合ターミナルを配置

●タクシー、ツアー系高速バス、次世代モビリティ等
の乗り換えを可能に

＜交通結節機能＞
次世代モビリティ（例） 交通ターミナル

写真：H28熊本地震/救援
物資の保管状況

写真：東日本大震災時の対応
横浜側から見た品川駅西口駅前広場の機能のイメージ
※将来必要となる機能をイメージしたものであり、整備内容を決定したものではありません

●センターコアの南側には、人々が集い、憩う
賑わい広場空間を配置

●有事の際には、防災拠点としても活用

写真（上）：ショッピングモール
（ルーマニア・ブカレスト）

（下）：ツァイル通り
（ドイツ・フランクフルト）

写真：ソニーセンターベルリン
（ドイツ・ベルリン）

賑わい空間のイメージ

・パーソナルモビリティ
・歩行支援

・歩行者と共存
・オンデマンド

・多目的自動
車

・路線バス
・コミュニティバス（自動運転）

・鉄道・地下鉄

・高速バスから乗り継ぎ

輸送拠点 情報拠点

○品川駅と品川新駅（仮称）周辺地域に
次世代モビリティのネットワークを形成します。

＜防災拠点＞
写真：トヨタ自動車・e-
palette 写真:バスタ新宿

・シェアリングを基本とした次世代モビリティを配備
・周辺施設への自由な移動には、超小型モビリティやパーソナル
モビリティを活用
・渋谷・六本木や羽田空港等、ビジネスや娯楽目的の異動は、
多目的自動車を活用

次世代型交通ターミナル

開発計画と連携した
複合（交通・防災）ターミナル

シンボリックなセンターコ
ア

人々が集う賑わい広場

次世代モビリティの活用イメージ

ハード面からのＭａａＳ② ： 品川駅西口駅前広場



魅力的な駅前空間の整備
及びまちの回遊性向上

中長距離バスターミナル整
備によるモーダルコネクト
（交通結節機能）の強化

まちの防災性能の向上

非常時に待機・避難場所等として機能する
屋外空間など、まちの防災性能を向上

自動運転やパーソナルモビリティなど、
新たな技術導入を見据えた空間を整備

デッキによる歩車分離や交差点改良等により
バスターミナル前の国道2号の交通を円滑化

分散するバス乗降場を集約するとともに
利便性等を高め、交通結節機能を強化

三宮クロススクエアの整備や駅前広場
の再編等により、魅力的かつ行き来し
やすい駅前空間を創出

未来志向の移動支援導入

三宮の６つの駅とバス乗降場を
あたかも１つの「えき」とみなし、

周辺の「まち」と一体的につなが
ることで、乗り換えや「まち」への
行き来がしやすい空間。

えき≈まち空間

国道２号周辺の交通円滑化
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国道２号等 神戸三宮駅前
空間の整備方針
（2018年8月14日発表）

○６箇所に点在する高速バス停を集約するとともに、６つの鉄道駅を人と公共交通

優先の空間を創出して接続

ハード面からのＭａａＳ③ ： 神戸三宮駅前空間
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○行政・福祉サービスの集積が進む道の駅を拠点として、中山間地域の生活の足

を確保するための自動運転サービスを、他のモビリティとの接続を含め、実験・

実装。

サービスイメージ【道の駅「ひたちおおた」（茨城県常陸太田市）】

一般車両と自動運転車両とが
混在した道路空間での走行

高速バス（貨客混載）との連携
による農作物の集荷・配送

ハード面からのＭａａＳ④ ： 道の駅を拠点とする自動運転



ETC2.0データ

走行履歴情報 挙動履歴情報

ＥＴＣ２.０
車載器

ＥＴＣ２.０
対応カーナビ

クルマ

道路

民間からの新たなサービス案の提案
例えば

利
活
用

地域のモビリティサービスの強化

民間保有データとの相互利用

他の交通モードのデータとの組合せ

経路履歴等を分析し、運転特性を踏まえた注意や代替モビリティの提案等す
ることで交通安全性を向上。（所有者の了解を前提とするサービスも含む）

・時刻
・位置情報

・進行方向
・速度
・ヨー角速度
・加速度

利用者が選択できる最適な移動手段を提案し、効率的な移動を達成する
ことで渋滞削減等を促進

・時刻表
・混雑状況
・料金

現在地

目的地

路線バス タクシー マイカー
(ETC2.0)

・空き状況
・料金

・旅行時間
・駐車場待
ち時間等

駐車場

・駐車場
満空情報
・料金

挙動履歴情報
・急ブレーキ
・急ハンドル

安全運転情報
・時刻
・車間警告
・車線逸脱 等

走行履歴情報
・時刻
・位置情報

民間保有データ ETC2.0データ 注意情報の提供
お客様情報

・年齢 等

ＥＴＣ２．０車載器と路側機との通信により情報を収集

車両の情報
・種別
（普通、大型等）
・用途
（乗用、貨物等）

公募期間：平成３０年８月１４日（火）～９月２５日（火）※第一次募集

ＥＴＣ２.０データのオープン化による地域のモビリティサービスの強化
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